
活動完了報告 

Trio Inédit 1st Concert 活動助成 

山本 航司 

≪報告および成果≫  

7 月 25 日、新大久保（東京・新宿区）にある管楽器専門店 DAC の「スペース Do」

にて無事「 Trio Inédit !st Concert 」を開催しました。 我々のトリオは全員、活動拠

点がパリなので、合わせの多くはパリで行った上で、コンサート本番を迎えました。 

 今回のプログラムは 

 Jacob Ter Veldhuis / Garden of Love 

 Jean-Marc Singier/ Adroits des doigts, … à trois  

 William Albright / Doo Dah  

 François Rossé/ Shanaï  

 Guilherme de Almeida / Creation  

 Benjamin Attahir / Début en si  

以上 6 曲を用意し、休憩を含めて演奏会自体の時間が１時間 30 分ほどになるように設

定しました。  

  当初の目的通り、全曲が現代曲で、冒頭の作品を除いてトリオのオリジナルの作品と

しました。お客様にとっては、ほぼ全てが初めて聞く作品だと思われるので、プログラ

ムには曲の詳細はあまり載せずに、その代わりに当日 MC でそれぞれが持った曲の印

象や解説をなるべく簡潔に説明するようにしました。結果、難しい用語や長い解説にと

らわれず、耳から入った音楽を素直に楽しむことができたというお客様からのご意見を

いただきました。 

 このホールはお客様との距離が近いので、その距離感を楽しみながら和やかに、かつ

演奏の際は非常に集中して演奏することができました。また、１曲目の「Garden of 

love」では、奏者３人がお客様を囲むような配置にすることで、音源とサックスがステ

レオ効果のようなものを生み出し、好評を得ることができました。 

 当日は 85 席ほどの席を用意し、宣伝も最善を尽くし、63 人のお客様にご来場いただ

けました。SNS や当日終演後にお客様とお話をしましたが、「時間が長すぎずちょうど

よかった、もっと聞きたい」、「現代曲だけでは なくサックス自体も初めて聞いたが非

常に楽しめた」など、多くの嬉しいお声をいただくことができ、「現代曲を多くの方に

わかりやすく伝える」という我々の第一の目標は達成できたと思います。 

 

≪今後の課題≫  

 サクソフォントリオには、この編成にしか出せない響きがあるものの、現状は、別の編成

で書かれた曲をトリオ用に編曲したものが多く、そうした曲ではトリオの魅力を充分に発揮す

ることが難しいと、いつももどかしく思っています。そのため今後はトリオのための曲を作曲



家に委嘱し、レパートリーを増やして演奏することでトリオの魅力を発信していきたいです。

新たに書き下ろされる曲は現代音楽となりますが、我々は聴衆が理解しやすく、楽しめるよう

な工夫を重ねていくことが必要だと考えています。 

 また、都内にはまだまだ多くの音楽大学があり、サクソフォンを学ぶ学生も大勢いるので、

そのような方達に我々の活動に興味を持ってもらうことも課題です。さらに音楽愛好家や、サ

ックスを勉強するアマチュアなどにも届くよう、宣伝に SNS などをもっと使うなど、シリア

スなコンサートだからこそ親しみを持ってもらう工夫を考えなければならないと思っていま

す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


